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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポリエステ
ルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物もしくはブレンドをベースとする３５０な
いし７００ｎｍの波長で透明な、窓である固体でかつガラス質の成形品であって、少なく
とも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物を含む成形品。
【請求項２】
　ベンゾフラノ－２－オン型化合物に加えて、他の添加剤をさらに含む、請求項１に記載
の成形品。
【請求項３】
　他の添加剤としてフェノール性酸化防止剤、ＵＶ吸収剤、光安定剤または／および加工
安定剤を含む、請求項２に記載の成形品。
【請求項４】
　酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポリエステ
ルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物もしくはブレンドをベースとする３５０な
いし７００ｎｍの波長で透明な、ウィンドスクリーンである固体でかつガラス質の成形品
であって、少なくとも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物を含む成形品。
【請求項５】
　酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポリエステ
ルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物もしくはブレンドをベースとする３５０な
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いし７００ｎｍの波長で透明な、自動車ライトガラスである固体でかつガラス質の成形品
であって、少なくとも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物を含む成形品。
【請求項６】
　酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポリエステ
ルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物もしくはブレンドをベースとする３５０な
いし７００ｎｍの波長で透明な、保護シールドである固体でかつガラス質の成形品であっ
て、少なくとも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物を含む成形品。
【請求項７】
　酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポリエステ
ルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物もしくはブレンドをベースとする３５０な
いし７００ｎｍの波長で透明な、ボトルである固体でかつガラス質の成形品であって、少
なくとも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物を含む成形品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポ
リエステルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物並びにブレンドと、および少なく
とも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物とを含む組成物、酸化、熱および／または光
誘発された崩壊に対してポリカーボネート、ポリエステルもしくはポリケトンまたはそれ
らの混合物もしくはブレンドを安定化するためのそれらの使用、並びにこれらのプラスチ
ック材料を安定化するための方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
なかんずく、アール　ガシュターおよびエッチ　ミューラー、”プラスチック添加剤ハン
ドブック、第３版”、８８／８９頁、（１９９０）から、ポリカーボネートが、トリアリ
ールホスフィットまたはホスホナイトおよびあるフェノール性酸化防止剤を含む適した安
定剤によって、それらの製造、加工および使用の間の酸化損傷に対して保護され得ること
は知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
これらの既知の安定剤混合物は、安定剤混合物の全ての面、特に貯蔵安定性、水の吸収、
加水分解への感受性、加工安定化、色挙動、透過性、揮発性、移行挙動、相溶性および光
安定性の増大に関してなされる高度な要求に適合しない。例えばガラスについての代用品
として使用されるアモルファスプラスチックの場合、着色および透明度における減少はプ
ラスチックの加工または使用に対して望ましくない。飲料と接触することになるポリエス
テル、特にＰＥＴの場合、ホルムアルデヒドまたはアセトアルデヒドのようなポリエステ
ル崩壊生成物は、これらが低濃度で既に飲料の味に影響を与えることができるので、非常
に望ましくない。それ故、ポリカーボネート、ポリエステルもしくはポリケトンまたはそ
れらの混合物もしくはブレンドのための有効な安定剤であって、光への暴露によってまた
は酸化もしくは熱応力下でこれらのプラスチックの透明度を実質的に減じず、またこれら
のプラスチックの黄色化およびこれらのプラスチックの崩壊生成物の放出を大部分予防す
る安定剤についての需要がいまだに存在する。
【０００４】
有機ポリマー、特にポリオレフィンのための安定剤としてのベンゾフラノ－２－オン型の
化合物の使用は、例えばＵ．Ｓ．　４３２５８６３、Ｕ．Ｓ．　４３８８２４４、Ｕ．Ｓ
．　５１７５３１２、Ｕ．Ｓ．　５２５２６４３、Ｕ．Ｓ．５２１６０５２、Ｕ．Ｓ．　
５３６９１５９、Ｕ．Ｓ．　５４８８１１７、Ｕ．Ｓ．　５３５６９６６、Ｕ．Ｓ．　５
３６７００８、Ｕ．Ｓ．　５４２８１６２、Ｕ．Ｓ．　５４２８１７７またはＵ．Ｓ．　
５５１６９２０から知られている。
【０００５】
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【課題を解決するための手段】
これらのベンゾフラノ－２－オン型化合物は、ポリカーボネート、ポリエステルもしくは
ポリケトンまたはそれらの混合物もしくはブレンドのための安定剤として特に適している
ことが今や見い出された。
【０００６】
従って本発明は、
ａ）酸化、熱および／または光誘発された崩壊を受けやすいポリカーボネート、ポリエス
テルもしくはポリケトン、またはそれらの混合物もしくはブレンドと、および
ｂ）少なくとも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物とを含む組成物に関する。
【０００７】
興味深い組成物は、成分（ｂ）が次式Ｉ
【化２７】

［式中、
ｎは１または２を表し、
ｎ＝１の場合、
Ｒ1 はナフチル基、フェナントリル基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－
２－ナフチル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－１－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ
［ｂ］チエニル基、ナフト［２，３－ｂ］チエニル基、チアントレニル基、ジベンゾフリ
ル基、クロメニル基、キサンテニル基、フェノキサチイニル基、ピロリル基、イミダゾリ
ル基、ピラゾリル基、ピラジニル基、ピリミジニル基、ピリダジニル基、インドリジニル
基、イソインドリル基、インドリル基、インダゾリル基、プリニル基、キノリジニル基、
イソキノリル基、キノリル基、フタラジニル基、ナフチリジニル基、キノキサリニル基、
キナゾリニル基、シンノリニル基、プテリジニル基、カルバゾリル基、β－カルボリニル
基、フェナントリジニル基、アクリジニル基、ペリミジニル基、フェナントロリニル基、
フェナジニル基、イソチアゾリル基、フェノチアジニル基、イソキサゾリル基、フラザニ
ル基、ビフェニル基、ターフェニル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基であっ
て、それぞれが未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４
のアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシ基、ハロゲン原子
、アミノ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、フェニルアミノ基もしくはジ（
炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換された基を表すか、またはＲ1 

は次式ＩＩ
【化２８】
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【０００８】
ｎ＝２の場合、
Ｒ1 は未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル－もしくはヒドロキシ－置換された
フェニレン基またはナフチレン基を表すか、
または－Ｒ12－Ｘ－Ｒ13－を表し、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 はそれぞれ互いに独立して水素原子、塩素原子、ヒドロキシ
基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基
、未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換されたフェニル基、
未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし８のシ
クロアルキル基、
炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、炭
素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ
基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のアルカ
ノイルアミノ基、炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化２９】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基、
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基または
炭素原子数１ないし１２のアルキル－置換されたベンゾイルオキシ基を表すか、
またはＲ2 およびＲ3 、もしくはＲ3 およびＲ4 、もしくはＲ4 およびＲ5 は、結合する
炭素原子と一緒になって、ベンゼン環を形成し、Ｒ4 はさらに－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ15

または－（ＣＨ2 ）q ＯＨを表すか、またはＲ3 、Ｒ5 およびＲ6 が水素原子を表す場合
、Ｒ4 はさらに次式ＩＩＩ
【化３０】

（式中、Ｒ1 はｎ＝１について上記で定義されたものを表す。）で表される基を表し、
Ｒ6 は水素原子または次式ＩＶ
【化３１】
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（式中、Ｒ4 は式ＩＩＩで表される基を表さず、またＲ1 はｎ＝１について上記で定義さ
れたものを表す。）で表される基を表し、
【０００９】
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、
ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化３２】

で表される基によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基、
炭素原子数１ないし２５のアルコキシ基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化３３】

で表される基によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルコキシ基、
炭素原子数１ないし２５のアルキルチオ基、炭素原子数３ないし２５のアルケニル基、炭
素原子数３ないし２５のアルケニルオキシ基、炭素原子数３ないし２５のアルキニル基、
炭素原子数３ないし２５のアルキニルオキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキ
ル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、未置換もしくは炭素原子数１ない
し４のアルキル－置換されたフェニル基、
未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換されたフェノキシ基、
未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし８のシ
クロアルキル基、
未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし８のシ
クロアルコキシ基、
炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミ
ノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化３４】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基、
炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
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【化３５】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基、
炭素原子数１ないし２５のアルカノイルアミノ基、炭素原子数３ないし２５のアルケノイ
ル基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化３６】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイル基、　炭素原子
数３ないし２５のアルケノイルオキシ基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化３７】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基、
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基、炭素原子数６ないし９のシクロア
ルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイル基または炭素原子数１ないし１２のアルキル－置
換されたベンゾイル基、
ベンゾイルオキシ基または炭素原子数１ないし１２のアルキル－置換されたベンゾイルオ
キシ基、
次式
【化３８】

で表される基を表すか、
または、式ＩＩにおいて、Ｒ7 およびＲ8 、もしくはＲ8 およびＲ11は、結合する炭素原
子と一緒になって、ベンゼン環を形成し、
【００１０】
Ｒ12およびＲ13はそれぞれ互いに独立して未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル
－置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表し、
Ｒ14は水素原子または炭素原子数１ないし８のアルキル基を表し、
Ｒ15はヒドロキシ基、次式
【化３９】

で表される基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基または次式
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【化４０】

で表される基を表し、
Ｒ16およびＲ17はそれぞれ互いに独立して水素原子、ＣＦ3 、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基またはフェニル基を表すか、またはＲ16およびＲ17は、結合する炭素原子と一
緒になって、未置換もしくは１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって
置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を表し、
Ｒ18およびＲ19はそれぞれ互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基
またはフェニル基を表し、
Ｒ20は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
【００１１】
Ｒ21は水素原子、未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換されたフェニル
基、
炭素原子数１ないし２５のアルキル基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化４１】

で表される基によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基、
未置換もしくはフェニル部分で１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によっ
て置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化４２】

で表される基によって中断されかつ未置換もしくはフェニル部分で１ないし３個の炭素原
子数１ないし４のアルキル基によって置換された炭素原子数７ないし２５のフェニルアル
キル基を表すか、
またはＲ20およびＲ21は、結合する炭素原子と一緒になって、未置換もしくは１ないし３
個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換された炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキレン環を形成し、
Ｒ22は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
【００１２】
Ｒ23は水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基、炭素原子数３ないし２５の
アルケノイル基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化４３】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基、
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ジ（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホネート基によって置換された炭素原子数２
ないし２５のアルカノイル基、
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基、テノイル基、フロイル基、ベンゾ
イル基もしくは炭素原子数１ないし１２のアルキル－置換されたベンゾイル基、次式
【化４４】

で表される基を表し、
Ｒ24およびＲ25はそれぞれ互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし１８のアル
キル基を表し、
Ｒ26は水素原子または炭素原子数１ないし８のアルキル基を表し、
Ｒ27は直接結合、炭素原子数１ないし１８のアルキレン基、
酸素原子、硫黄原子もしくは次式
【化４５】

で表される基によって中断された炭素原子数２ないし１８のアルキレン基、
炭素原子数２ないし１８のアルケニレン基、炭素原子数２ないし２０のアルキリデン基、
炭素原子数７ないし２０のフェニルアルキリデン基、炭素原子数５ないし８のシクロアル
キレン基、炭素原子数７ないし８のビシクロアルキレン基、未置換もしくは炭素原子数１
ないし４のアルキル－置換されたフェニレン基、次式
【化４６】

で表される基を表し、
【００１３】
Ｒ28はヒドロキシ基、次式
【化４７】

で表される基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基または次式
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【化４８】

で表される基を表し、
Ｒ29は酸素原子、－ＮＨ－または次式
【化４９】

で表される基を表し、
Ｒ30は炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはフェニル基を表し、
Ｒ31は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表し、
Ｍはｒ－価金属カチオンを表し、
Ｘは直接結合、酸素原子、硫黄原子または－ＮＲ31－を表し、
ｐは０、１または２を表し、
ｑは１、２、３、４、５または６を表し、
ｒは１、２または３を表し、また
ｓは０、１または２を表す。］で表される化合物であるところのものである。
【００１４】
ナフチル基、フェナントリル基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－２－ナ
フチル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－１－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ［ｂ］
チエニル基、ナフト［２，３－ｂ］チエニル基、チアントレニル基、ジベンゾフリル基、
クロメニル基、キサンテニル基、フェノキサチイニル基、ピロリル基、イミダゾリル基、
ピラゾリル基、ピラジニル基、ピリミジニル基、ピリダジニル基、インドリジニル基、イ
ソインドリル基、インドリル基、インダゾリル基、プリニル基、キノリジニル基、イソキ
ノリル基、キノリル基、フタラジニル基、ナフチリジニル基、キノキサリニル基、キナゾ
リニル基、シンノリニル基、プテリジニル基、カルバゾリル基、β－カルボリニル基、フ
ェナントリジニル基、アクリジニル基、ペリミジニル基、フェナントロリニル基、フェナ
ジニル基、イソチアゾリル基、フェノチアジニル基、イソキサゾリル基、フラザニル基、
ビフェニル基、ターフェニル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基であって、そ
れぞれが未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアル
コキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシ基、ハロゲン原子、アミ
ノ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、フェニルアミノ基もしくはジ（炭素原
子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換された基は、例えば１－ナフチル基、
２－ナフチル基、１－フェニルアミノ－４－ナフチル基、１－メチルナフチル基、２－メ
チルナフチル基、１－メトキシ－２－ナフチル基、２－メトキシ－１－ナフチル基、１－
ジメチルアミノ－２－ナフチル基、１，２－ジメチル－４－ナフチル基、１，２－ジメチ
ル－６－ナフチル基、１，２－ジメチル－７－ナフチル基、１，３－ジメチル－６－ナフ
チル基、１，４－ジメチル－６－ナフチル基、１，５－ジメチル－２－ナフチル基、１，
６－ジメチル－２－ナフチル基、１－ヒドロキシ－２－ナフチル基、２－ヒドロキシ－１
－ナフチル基、１，４－ジヒドロキシ－２－ナフチル基、７－フェナントリル基、１－ア
ントリル基、２－アントリル基、９－アントリル基、３－ベンゾ［ｂ］チエニル基、５－
ベンゾ［ｂ］チエニル基、２－ベンゾ［ｂ］チエニル基、４－ジベンゾフリル基、４，７
－ジベンゾフリル基、４－メチル－７－ジベンゾフリル基、２－キサンテニル基、８－メ
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チル－２－キサンテニル基、３－キサンテニル基、２－フェノキサチイニル基、２，７－
フェノキサチイニル基、２－ピロリル基、３－ピロリル基、５－メチル－３－ピロリル基
、２－イミダゾリル基、４－イミダゾリル基、５－イミダゾリル基、２－メチル－４－イ
ミダゾリル基、２－エチル－４－イミダゾリル基、２－エチル－５－イミダゾリル基、３
－ピラゾリル基、１－メチル－３－ピラゾリル基、１－プロピル－４－ピラゾリル基、２
－ピラジニル基、５，６－ジメチル－２－ピラジニル基、２－インドリジニル基、２－メ
チル－３－イソインドリル基、２－メチル－１－イソインドリル基、１－メチル－２－イ
ンドリル基、１－メチル－３－インドリル基、１，５－ジメチル－２－インドリル基、１
－メチル－３－インダゾリル基、２，７－ジメチル－８－プリニル基、２－メトキシ－７
－メチル－８－プリニル基、２－キノリジニル基、３－イソキノリル基、６－イソキノリ
ル基、７－イソキノリル基、イソキノリル基、３－メトキシ－６－イソキノリル基、２－
キノリル基、６－キノリル基、７－キノリル基、２－メトキシ－３－キノリル基、２－メ
トキシ－６－キノリル基、６－フタラジニル基、７－フタラジニル基、１－メトキシ－６
－フタラジニル基、１，４－ジメトキシ－６－フタラジニル基、１，８－ナフチリジニ－
２－イル基、２－キノキサリニル基、６－キノキサリニル基、２，３－ジメチル－６－キ
ノキサリニル基、２，３－ジメトキシ－６－キノキサリニル基、２－キナゾリニル基、７
－キナゾリニル基、２－ジメチルアミノ－６－キナゾリニル基、３－シンノリニル基、６
－シンノリニル基、７－シンノリニル基、３－メトキシ－７－シンノリニル基、２－プテ
リジニル基、６－プテリジニル基、７－プテリジニル基、６，７－ジメトキシ－２－プテ
リジニル基、２－カルバゾリル基、３－カルバゾリル基、９－メチル－２－カルバゾリル
基、９－メチル－３－カルバゾリル基、β－カルボリニ－３－イル基、１－メチル－β－
カルボリニ－３－イル基、１－メチル－β－カルボリニ－６－イル基、３－フェナントリ
ジニル基、２－アクリジニル基、３－アクリジニル基、２－ペリミジニル基、１－メチル
－５－ペリミジニル基、５－フェナントロリニル基、６－フェナントロリニル基、１－フ
ェナジニル基、２－フェナジニル基、３－イソチアゾリル基、４－イソチアゾリル基、５
－イソチアゾリル基、２－フェノチアジニル基、３－フェノチアジニル基、１０－メチル
－３－フェノチアジニル基、３－イソキサゾリル基、４－イソキサゾリル基、５－イソキ
サゾリル基、４－メチル－３－フラザニル基、２－フェノキサジニル基または１０－メチ
ル－２－フェノキサジニル基である。
【００１５】
特に好ましいのは、ナフチル基、フェナントリル基、アントリル基、５，６，７，８－テ
トラヒドロ－２－ナフチル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－１－ナフチル基、チエニ
ル基、ベンゾ［ｂ］チエニル基、ナフト［２，３－ｂ］チエニル基、チアントレニル基、
ジベンゾフリル基、クロメニル基、キサンテニル基、フェノキサチイニル基、ピロリル基
、イソインドリル基、インドリル基、フェノチアジニル基、ビフェニル基、ターフェニル
基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基であって、それぞれが未置換または炭素原
子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、炭素原子数１ない
し４のアルキルチオ基、ヒドロキシ基、フェニルアミノ基もしくはジ（炭素原子数１ない
し４のアルキル）アミノ基によって置換された基は、例えば１－ナフチル基、２－ナフチ
ル基、１－フェニルアミノ－４－ナフチル基、１－メチルナフチル基、２－メチルナフチ
ル基、１－メトキシ－２－ナフチル基、２－メトキシ－１－ナフチル基、１－ジメチルア
ミノ－２－ナフチル基、１，２－ジメチル－４－ナフチル基、１，２－ジメチル－６－ナ
フチル基、１，２－ジメチル－７－ナフチル基、１，３－ジメチル－６－ナフチル基、１
，４－ジメチル－６－ナフチル基、１，５－ジメチル－２－ナフチル基、１，６－ジメチ
ル－２－ナフチル基、１－ヒドロキシ－２－ナフチル基、２－ヒドロキシ－１－ナフチル
基、１，４－ジヒドロキシ－２－ナフチル基、７－フェナントリル基、１－アントリル基
、２－アントリル基、９－アントリル基、３－ベンゾ［ｂ］チエニル基、５－ベンゾ［ｂ
］チエニル基、２－ベンゾ［ｂ］チエニル基、４－ジベンゾフリル基、４，７－ジベンゾ
フリル基、４－メチル－７－ジベンゾフリル基、２－キサンテニル基、８－メチル－２－
キサンテニル基、３－キサンテニル基、２－ピロリル基、３－ピロリル基、２－フェノチ
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アジニル基、３－フェノチアジニル基、１０－メチル－３－フェノチアジニル基である。
【００１６】
ハロゲン原子は、代表的に塩素原子、臭素原子またはヨウ素原子である。塩素原子が好ま
しい。
２５個までの炭素原子を有するアルカノイル基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、代表的
にホルミル基、アセチル基、プロピオニル基、ブタノイル基、ペンタノイル基、ヘキサノ
イル基、ヘプタノイル基、オクタノイル基、ノナノイル基、デカノイル基、ウンデカノイ
ル基、ドデカノイル基、トリデカノイル基、テトラデカノイル基、ペンタデカノイル基、
ヘキサデカノイル基、ヘプタデカノイル基、オクタデカノイル基、エイコサノイル基また
はドコサノイル基である。２ないし１８個、特に２ないし１２個、例えば２ないし６個の
炭素原子を有するアルカノイル基が好ましい。アセチル基は特に好ましい。
【００１７】
ジ（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホネート基によって置換された炭素原子数２
ないし２５のアルカノイル基は、代表的に（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＯ－、（Ｃ
Ｈ3 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＯ－、（
ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＯ－、
（ＣＨ3 ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯ
（ＣＨ2 ）4 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯ（ＣＨ2 ）8 ＣＯ－または（ＣＨ3 ＣＨ

2 Ｏ）2 ＰＯ（ＣＨ2 ）17ＣＯ－である。
【００１８】
２５個までの炭素原子を有するアルカノイルオキシ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、
代表的にホルミルオキシ基、アセトキシ基、プロピオニルオキシ基、ブタノイルオキシ基
、ペンタノイルオキシ基、ヘキサノイルオキシ基、ヘプタノイルオキシ基、オクタノイル
オキシ基、ノナノイルオキシ基、デカノイルオキシ基、ウンデカノイルオキシ基、ドデカ
ノイルオキシ基、トリデカノイルオキシ基、テトラデカノイルオキシ基、ペンタデカノイ
ルオキシ基、ヘキサデカノイルオキシ基、ヘプタデカノイルオキシ基、オクタデカノイル
オキシ基、エイコサノイルオキシ基またはドコサノイルオキシ基である。２ないし１８個
、特に２ないし１２個、例えば２ないし６個の炭素原子を有するアルカノイルオキシ基が
好ましい。アセトキシ基は特に好ましい。
【００１９】
３ないし２５個の炭素原子を有するアルケノイル基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、代
表的にプロペノイル基、２－ブテノイル基、３－ブテノイル基、イソブテノイル基、ｎ－
２，４－ペンタジエノイル基、３－メチル－２－ブテノイル基、ｎ－２－オクテノイル基
、ｎ－２－ドデセノイル基、イソドデセノイル基、オレオイル基、ｎ－２－オクタデセノ
イル基またはｎ－４－オクタデセノイル基である。３ないし１８個、好ましくは３ないし
１２個、例えば３ないし６個、最も好ましくは３ないし４個の炭素原子を有するアルケノ
イル基が好ましい。
【００２０】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５０】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイル基は、代表的に
ＣＨ3 ＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ＝ＣＨＣＯ－またはＣＨ3 ＯＣＨ2 ＣＨ2 ＯＣＨ＝ＣＨＣＯ－
である。
【００２１】
３ないし２５個の炭素原子を有するアルケノイルオキシ基は枝分れ鎖または直鎖の基であ
り、代表的にプロペノイルオキシ基、２－ブテノイルオキシ基、３－ブテノイルオキシ基
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、イソブテノイルオキシ基、ｎ－２，４－ペンタジエノイルオキシ基、３－メチル－２－
ブテノイルオキシ基、ｎ－２－オクテノイルオキシ基、ｎ－２－ドデセノイルオキシ基、
イソドデセノイルオキシ基、オレオイルオキシ基、ｎ－２－オクタデセノイルオキシ基ま
たはｎ－４－オクタデセノイルオキシ基である。３ないし１８個、好ましくは３ないし１
２個、例えば３ないし６個、最も好ましくは３ないし４個の炭素原子を有するアルケノイ
ルオキシ基が好ましい。
【００２２】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５１】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基は、代
表的にＣＨ3 ＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－またはＣＨ3 ＯＣＨ2 ＣＨ2 ＯＣＨ＝Ｃ
ＨＣＯＯ－である。
【００２３】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５２】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基は、代表的に
ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 ＣＯ－、
ＣＨ3 －Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－、
ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）

3 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）4 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－である。
【００２４】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５３】

で表される基によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基は、代
表的にＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ

2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－
ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －（Ｏ
－ＣＨ2 ＣＨ2 －）3 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）4 Ｏ－
ＣＨ2 ＣＯＯ－である。
【００２５】
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基は、代表的にシクロヘキシルカルボ
ニル基、シクロヘプチルカルボニル基またはシクロオクチルカルボニル基である。シクロ
ヘキシルカルボニル基が好ましい。
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニルオキシ基は、代表的にシクロヘキシル
カルボニルオキシ基、シクロヘプチルカルボニルオキシ基またはシクロオクチルカルボニ
ルオキシ基である。シクロヘキシルカルボニルオキシ基が好ましい。
【００２６】
好ましくは１ないし３個、より好ましくは１または２個のアルキル基を伴う炭素原子数１
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ないし１２のアルキル－置換されたベンゾイル基は、代表的にｏ－、ｍ－またはｐ－メチ
ルベンゾイル基、２，３－ジメチルベンゾイル基、２，４－ジメチルベンゾイル基、２，
５－ジメチルベンゾイル基、２，６－ジメチルベンゾイル基、３，４－ジメチルベンゾイ
ル基、３，５－ジメチルベンゾイル基、２－メチル－６－エチルベンゾイル基、４－第三
ブチルベンゾイル基、２－エチルベンゾイル基、２，４，６－トリメチルベンゾイル基、
２，６－ジメチル－４－第三ブチルベンゾイル基または３，５－ジ－第三ブチルベンゾイ
ル基である。好ましい置換基は炭素原子数１ないし８のアルキル基、特に炭素原子数１な
いし４のアルキル基である。
【００２７】
好ましくは１ないし３個、より好ましくは１または２個のアルキル基を伴う炭素原子数１
ないし１２のアルキル－置換されたベンゾイルオキシ基は、代表的にｏ－、ｍ－またはｐ
－メチルベンゾイルオキシ基、２，３－ジメチルベンゾイルオキシ基、２，４－ジメチル
ベンゾイルオキシ基、２，５－ジメチルベンゾイルオキシ基、２，６－ジメチルベンゾイ
ルオキシ基、３，４－ジメチルベンゾイルオキシ基、３，５－ジメチルベンゾイルオキシ
基、２－メチル－６－エチルベンゾイルオキシ基、４－第三ブチルベンゾイルオキシ基、
２－エチルベンゾイルオキシ基、２，４，６－トリメチルベンゾイルオキシ基、２，６－
ジメチル－４－第三ブチルベンゾイルオキシ基または３，５－ジ－第三ブチルベンゾイル
オキシ基である。好ましい置換基は炭素原子数１ないし８のアルキル基、特に炭素原子数
１ないし４のアルキル基である。
【００２８】
２５個までの炭素原子を有するアルキル基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例えばメチ
ル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチ
ル基、第三ブチル基、２－エチルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチ
ルペンチル基、１，３－ジメチルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ
－ヘプチル基、イソヘプチル基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘ
プチル基、３－メチルヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３
－トリメチルヘキシル基、１，１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル
基、ウンデシル基、１－メチルウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘ
キサメチルヘキシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル
基、ヘプタデシル基、オクタデシル基、エイコシル基またはドコシル基である。Ｒ2 およ
びＲ4 の好ましい意味の一つは、例えば炭素原子数１ないし１８のアルキル基である。Ｒ

4 の特に好ましい意味は炭素原子数１ないし４のアルキル基である。
【００２９】
３ないし２５個の炭素原子を有するアルケニル基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例え
ばプロペニル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イソブテニル基、ｎ－２，４－ペン
タジエニル基、３－メチル－２－ブテニル基、ｎ－２－オクテニル基、ｎ－２－ドデセニ
ル基、イソドデセニル基、オレイル基、ｎ－２－オクタデセニル基またはｎ－４－オクタ
デセニル基である。３ないし１８個、好ましくは３ないし１２個、例えば３ないし６個、
特に３ないし４個の炭素原子を有するアルケニル基が好ましい。
【００３０】
３ないし２５個の炭素原子を有するアルケニルオキシ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり
、例えばプロペニルオキシ基、２－ブテニルオキシ基、３－ブテニルオキシ基、イソブテ
ニルオキシ基、ｎ－２，４－ペンタジエニルオキシ基、３－メチル－２－ブテニルオキシ
基、ｎ－２－オクテニルオキシ基、ｎ－２－ドデセニルオキシ基、イソドデセニルオキシ
基、オレイルオキシ基、ｎ－２－オクタデセニルオキシ基またはｎ－４－オクタデセニル
オキシ基である。３ないし１８個、好ましくは３ないし１２個、例えば３ないし６個、特
に３ないし４個の炭素原子を有するアルケニルオキシ基が好ましい。
【００３１】
３ないし２５個の炭素原子を有するアルキニル基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例え
ばプロピニル基（－ＣＨ2 －Ｃ≡ＣＨ）、２－ブチニル基、３－ブチニル基、ｎ－２－オ



(14) JP 4217926 B2 2009.2.4

10

20

30

40

50

クチニル基またはｎ－２－ドデシニル基である。３ないし１８個、好ましくは３ないし１
２個、例えば３ないし６個、特に３ないし４個の炭素原子を有するアルキニル基が好まし
い。
【００３２】
３ないし２５個の炭素原子を有するアルキニルオキシ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり
、例えばプロピニルオキシ基（－ＯＣＨ2 －Ｃ≡ＣＨ）、２－ブチニルオキシ基、３－ブ
チニルオキシ基、ｎ－２－オクチニルオキシ基またはｎ－２－ドデシニルオキシ基である
。３ないし１８個、好ましくは３ないし１２個、例えば３ないし６個、特に３ないし４個
の炭素原子を有するアルキニルオキシ基が好ましい。
【００３３】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５４】

で表される基によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基は、代表的にＣＨ

3 －Ｏ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －Ｎ（ＣＨ

3 ）－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ

2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）3 Ｏ－ＣＨ2 －またはＣＨ3 －
（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）4 Ｏ－ＣＨ2 －である。
【００３４】
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は、代表的にベンジル基、α－メチルベンジ
ル基、α，α－ジメチルベンジル基または２－フェニルエチル基である。ベンジル基およ
びα，α－ジメチルベンジル基が好ましい。
【００３５】
未置換またはフェニル部分で１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって
置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は、例えばベンジル基、α－メチ
ルベンジル基、α，α－ジメチルベンジル基、２－フェニルエチル基、２－メチルベンジ
ル基、３－メチルベンジル基、４－メチルベンジル基、２，４－ジメチルベンジル基、２
，６－ジメチルベンジル基または４－第三ブチルベンジル基である。ベンジル基が好まし
い。
【００３６】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５５】

で表される基によって中断されかつ未置換またはフェニル部分で１ないし３個の炭素原子
数１ないし４のアルキル基によって置換された炭素原子数７ないし２５のフェニルアルキ
ル基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例えばフェノキシメチル基、２－メチルフェノキ
シメチル基、３－メチルフェノキシメチル基、４－メチルフェノキシメチル基、２，４－
ジメチルフェノキシメチル基、２，３－ジメチルフェノキシメチル基、フェニルチオメチ
ル基、Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルメチル基、Ｎ－エチル－Ｎ－フェニルメチル基、４－第
三ブチルフェノキシメチル基、４－第三ブチルフェノキシエトキシメチル基、２，４－ジ
－第三ブチルフェノキシメチル基、２，４－ジ－第三ブチルフェノキシエトキシメチル基
、フェノキシエトキシメチル基、フェノキシエトキシエトキシエトキシメチル基、ベンジ
ルオキシメチル基、ベンジルオキシエトキシメチル基、Ｎ－ベンジル－Ｎ－エチルメチル
基またはＮ－ベンジル－Ｎ－イソプロピルメチル基である。
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【００３７】
炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基は、代表的にベンジルオキシ基、α－メチ
ルベンジルオキシ基、α，α－ジメチルベンジルオキシ基または２－フェニルエトキシ基
である。ベンジルオキシ基が好ましい。
【００３８】
好ましくは１ないし３個、特に１または２個のアルキル基を含む炭素原子数１ないし４の
アルキル－置換されたフェニル基は、代表的にｏ－、ｍ－またはｐ－メチルフェニル基、
２，３－ジメチルフェニル基、２，４－ジメチルフェニル基、２，５－ジメチルフェニル
基、２，６－ジメチルフェニル基、３，４－ジメチルフェニル基、３，５－ジメチルフェ
ニル基、２－メチル－６－エチルフェニル基、４－第三ブチルフェニル基、２－エチルフ
ェニル基または２，６－ジエチルフェニル基である。
【００３９】
好ましくは１ないし３個、特に１または２個のアルキル基を含む炭素原子数１ないし４の
アルキル－置換されたフェノキシ基は、代表的にｏ－、ｍ－またはｐ－メチルフェノキシ
基、２，３－ジメチルフェノキシ基、２，４－ジメチルフェノキシ基、２，５－ジメチル
フェノキシ基、２，６－ジメチルフェノキシ基、３，４－ジメチルフェノキシ基、３，５
－ジメチルフェノキシ基、２－メチル－６－エチルフェノキシ基、４－第三ブチルフェノ
キシ基、２－エチルフェノキシ基または２，６－ジエチルフェノキシ基である。
【００４０】
未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし８のシク
ロアルキル基は、例えばシクロペンチル基、メチルシクロペンチル基、ジメチルシクロペ
ンチル基、シクロヘキシル基、メチルシクロヘキシル基、ジメチルシクロヘキシル基、ト
リメチルシクロヘキシル基、第三ブチルシクロヘキシル基、シクロヘプチル基またはシク
ロオクチル基である。シクロヘキシル基および第三ブチルシクロヘキシル基が好ましい。
【００４１】
未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし８のシク
ロアルコキシ基は、例えばシクロペントキシ基、メチルシクロペントキシ基、ジメチルシ
クロペントキシ基、シクロヘキソキシ基、メチルシクロヘキソキシ基、ジメチルシクロヘ
キソキシ基、トリメチルシクロヘキソキシ基、第三ブチルシクロヘキソキシ基、シクロヘ
プトキシ基またはシクロオクトキシ基である。シクロヘキソキシ基および第三ブチルシク
ロヘキソキシ基が好ましい。
【００４２】
２５個までの炭素原子を有するアルコキシ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例えばメ
トキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、イソブトキ
シ基、ペントキシ基、イソペントキシ基、ヘキソキシ基、ヘプトキシ基、オクトキシ基、
デシルオキシ基、テトラデシルオキシ基、ヘキサデシルオキシ基またはオクタデシルオキ
シ基である。１ないし１２個、特に１ないし８個、例えば１ないし６個の炭素原子を有す
るアルコキシ基が好ましい。
【００４３】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５６】

で表される基によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルコキシ基は、代表的にＣ
Ｈ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 Ｃ
Ｈ2 Ｏ－、ＣＨ3 －Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－
ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －
（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）3 Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）
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【００４４】
２５個までの炭素原子を有するアルキルチオ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例えば
メチルチオ基、エチルチオ基、プロピルチオ基、イソプロピルチオ基、ｎ－ブチルチオ基
、イソブチルチオ基、ペンチルチオ基、イソペンチルチオ基、ヘキシルチオ基、ヘプチル
チオ基、オクチルチオ基、デシルチオ基、テトラデシルチオ基、ヘキサデシルチオ基また
はオクタデシルチオ基である。１ないし１２個、特に１ないし８個、例えば１ないし６個
の炭素原子を有するアルキルチオ基が好ましい。
【００４５】
４個までの炭素原子を有するアルキルアミノ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例えば
メチルアミノ基、エチルアミノ基、プロピルアミノ基、イソプロピルアミノ基、ｎ－ブチ
ルアミノ基、イソブチルアミノ基または第三ブチルアミノ基である。
【００４６】
ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基はまた、二つの基が互いに独立して枝分
れ鎖または直鎖であることを意味し、例えばジメチルアミノ基、メチルエチルアミノ基、
ジエチルアミノ基、メチル－ｎ－プロピルアミノ基、メチルイソプロピルアミノ基、メチ
ル－ｎ－ブチルアミノ基、メチルイソブチルアミノ基、エチルイソプロピルアミノ基、エ
チル－ｎ－ブチルアミノ基、エチルイソブチルアミノ基、エチル－第三ブチルアミノ基、
ジエチルアミノ基、ジイソプロピルアミノ基、イソプロピル－ｎ－ブチルアミノ基、イソ
プロピルイソブチルアミノ基、ジ－ｎ－ブチルアミノ基またはジ－イソブチルアミノ基で
ある。
【００４７】
２５個までの炭素原子を有するアルカノイルアミノ基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、
例えばホルミルアミノ基、アセチルアミノ基、プロピオニルアミノ基、ブタノイルアミノ
基、ペンタノイルアミノ基、ヘキサノイルアミノ基、ヘプタノイルアミノ基、オクタノイ
ルアミノ基、ノナノイルアミノ基、デカノイルアミノ基、ウンデカノイルアミノ基、ドデ
カノイルアミノ基、トリデカノイルアミノ基、テトラデカノイルアミノ基、ペンタデカノ
イルアミノ基、ヘキサデカノイルアミノ基、ヘプタデカノイルアミノ基、オクタデカノイ
ルアミノ基、エイコサノイルアミノ基またはドコサノイルアミノ基である。２ないし１８
個、特に２ないし１２個、例えば２ないし６個の炭素原子を有するアルカノイルアミノ基
が好ましい。
【００４８】
炭素原子数１ないし１８のアルキレン基は枝分れ鎖または直鎖の基であり、例えばメチレ
ン基、エチレン基、プロピレン基、トリメチレン基、テトラメチレン基、ペンタメチレン
基、ヘキサメチレン基、ヘプタメチレン基、オクタメチレン基、デカメチレン基、ドデカ
メチレン基またはオクタデカメチレン基である。炭素原子数１ないし１２のアルキレン基
、特に炭素原子数１ないし８のアルキレン基が好ましい。
【００４９】
好ましくは１ないし３個、特に１または２個の枝分れ鎖または直鎖のアルキル基を含む炭
素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン
環は、代表的にシクロペンチレン基、メチルシクロペンチレン基、ジメチルシクロペンチ
レン基、シクロヘキシレン基、メチルシクロヘキシレン基、ジメチルシクロヘキシレン基
、トリメチルシクロヘキシレン基、第三ブチルシクロヘキシレン基、シクロヘプチレン基
、シクロオクチレン基またはシクロデシレン基である。シクロヘキシレン基および第三ブ
チルシクロヘキシレン基が好ましい。
【００５０】
酸素原子、硫黄原子または次式
【化５７】
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で表される基によって中断された炭素原子数２ないし１８のアルキレン基は、例えば－Ｃ
Ｈ2 －Ｏ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －Ｓ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －ＮＨ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －
Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －（Ｏ
－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）3 Ｏ－ＣＨ2 －
、－ＣＨ2 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）4 Ｏ－ＣＨ2 －または－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｓ－ＣＨ2 
ＣＨ2 －である。
【００５１】
炭素原子数２ないし１８のアルケニレン基は、代表的にビニレン基、メチルビニレン基、
オクテニルエチレン基またはドデセニルエチレン基である。炭素原子数２ないし８のアル
ケニレン基が好ましい。
２ないし２０個の炭素原子を有するアルキリデン基は、例えばエチリデン基、プロピリデ
ン基、ブチリデン基、ペンチリデン基、４－メチルペンチリデン基、ヘプチリデン基、ノ
ニリデン基、トリデシリデン基、ノナデシリデン基、１－メチルエチリデン基、１－エチ
ルプロピリデン基または１－エチルペンチリデン基である。炭素原子数２ないし８のアル
キリデン基が好ましい。
【００５２】
７ないし２０個の炭素原子を有するフェニルアルキリデン基は、代表的にベンジリデン基
、２－フェニルエチリデン基または１－フェニル－２－ヘキシリデン基である。炭素原子
数７ないし９のフェニルアルキリデン基が好ましい。
炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基は二つの自由原子価および少なくとも一つの
環単位を有する飽和炭化水素基であり、また代表的にシクロペンチレン基、シクロヘキシ
レン基、シクロヘプチレン基またはシクロオクチレン基である。シクロヘキシレン基が好
ましい。
【００５３】
炭素原子数７ないし８のビシクロアルキレン基は、代表的にビシクロヘプチレン基または
ビシクロオクチレン基である。
未置換または炭素原子数１ないし４のアルキル－置換されたフェニレン基またはナフチレ
ン基は、代表的に１，２－、１，３－、１，４－フェニレン基、１，２－、１，３－、１
，４－、１，６－、１，７－、２，６－または２，７－ナフチレン基である。１，４－フ
ェニレン基が好ましい。
【００５４】
好ましくは１ないし３個、特に１または２個の枝分れ鎖または直鎖のアルキル基を含む炭
素原子数１ないし４のアルキル－置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン
環は、代表的にシクロペンチリデン環、メチルシクロペンチリデン環、ジメチルシクロペ
ンチリデン環、シクロヘキシリデン環、メチルシクロヘキシリデン環、ジメチルシクロヘ
キシリデン環、トリメチルシクロヘキシリデン環、第三ブチルシクロヘキシリデン環、シ
クロヘプチリデン環またはシクロオクチリデン環である。シクロヘキシリデン環および第
三ブチルシクロヘキシリデン環が好ましい。
一－、二－または三価金属カチオンは、好ましくはアルカリ金属カチオン、アルカリ土類
金属カチオンまたはアルミニウムカチオンであり、代表的にＮａ+ 、Ｋ+ 、Ｍｇ++、Ｃａ
++またはＡｌ+++ である。
【００５５】
興味深い組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、ｎ＝１の場合、Ｒ1 は未置換またはパラ位において炭素原子数１ないし１８のア
ルキルチオ基もしくはジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換され
たフェニル基、
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１ないし５個のアルキル置換基において一緒に全体で最大１８個の炭素原子有する一－な
いし五置換されたアルキルフェニル基、
ナフチル基、ビフェニル基、ターフェニル基、フェナントリル基、アントリル基、フルオ
レニル基、カルバゾリル基、チエニル基、ピロリル基、フェノチアジニル基もしくは５，
６，７，８－テトラヒドロナフチル基であって、未置換もしくは炭素原子数１ないし４の
アルキル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチ
オ基、ヒドロキシ基もしくはアミノ基によって置換された基を表す。］で表される少なく
とも１種の化合物を含むものである。
【００５６】
好ましい組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、ｎ＝２の場合、
Ｒ1 は－Ｒ12－Ｘ－Ｒ13－を表し、
Ｒ12およびＲ13はフェニレン基を表し、
Ｘは酸素原子または－ＮＲ31－を表し、また
Ｒ31は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表す。］で表される少なくとも１種の化合物
を含むものである。
【００５７】
他の好ましい組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、ｎ＝１の場合、
Ｒ1 はナフチル基、フェナントリル基、チエニル基、ジベンゾフリル基、カルバゾリル基
、フルオレニル基であって、未置換もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原
子数１ないし４のアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシ基
、ハロゲン原子、アミノ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基もしくはジ（炭素
原子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換された基を表すか、または次式ＩＩ
【化５８】

で表される基を表し、
【００５８】
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、塩素原子、臭素
原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、
酸素原子もしくは硫黄原子によって中断された炭素原子数２ないし１８のアルキル基、
炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、
酸素原子もしくは硫黄原子によって中断された炭素原子数２ないし１８のアルコキシ基、
炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、炭素原子数３ないし１２のアルケニルオキシ
基、炭素原子数３ないし１２のアルキニルオキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、未置換もしくは炭素原子数１
ないし４のアルキル－置換されたフェニル基、
フェノキシ基、シクロヘキシル基、炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基、炭素原
子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基、
炭素原子数１ないし１２のアルカノイル基、
酸素原子もしくは硫黄原子によって中断された炭素原子数３ないし１２のアルカノイル基
、
炭素原子数１ないし１２のアルカノイルオキシ基、　　　　　　　　　　　　　酸素原子
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炭素原子数１ないし１２のアルカノイルアミノ基、炭素原子数３ないし１２のアルケノイ
ル基、炭素原子数３ないし１２のアルケノイルオキシ基、シクロヘキシルカルボニル基、
シクロヘキシルカルボニルオキシ基、ベンゾイル基もしくは炭素原子数１ないし４のアル
キル－置換されたベンゾイル基、
ベンゾイルオキシ基もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル－置換されたベンゾイルオ
キシ基、
次式
【化５９】

で表される基を表すか、
または、式ＩＩにおいて、Ｒ7 およびＲ8 、もしくはＲ8 およびＲ11は、結合する炭素原
子と一緒になって、ベンゼン環を形成し、
【００５９】
Ｒ15はヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基または次式
【化６０】

で表される基を表し、
Ｒ18およびＲ19はそれぞれ互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基を表し、
Ｒ20は水素原子を表し、
Ｒ21は水素原子、フェニル基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、
酸素原子もしくは硫黄原子によって中断された炭素原子数２ないし１８のアルキル基、
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、
酸素原子もしくは硫黄原子によって中断されかつ未置換もしくはフェニル部分で１ないし
３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換された炭素原子数７ないし１８の
フェニルアルキル基を表すか、
またはＲ20およびＲ21は、結合する炭素原子と一緒になって、未置換もしくは１ないし３
個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換されたシクロヘキシレン環を形成し
、
【００６０】
Ｒ22は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ23は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし１８の
アルケノイル基、
酸素原子もしくは硫黄原子によって中断された炭素原子数３ないし１２のアルカノイル基
、
ジ（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホネート基によって置換された炭素原子数２
ないし１２のアルカノイル基、
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基、ベンゾイル基、次式
【化６１】
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で表される基を表し、
Ｒ24およびＲ25はそれぞれ互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし１２のアル
キル基を表し、
Ｒ26は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
【００６１】
Ｒ27は炭素原子数１ないし１２のアルキレン基、炭素原子数２ないし８のアルケニレン基
、炭素原子数２ないし８のアルキリデン基、炭素原子数７ないし１２のフェニルアルキリ
デン基、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基またはフェニレン基を表し、
Ｒ28はヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基または次式
【化６２】

で表される基を表し、
Ｒ29は酸素原子または－ＮＨ－を表し、
Ｒ30は炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはフェニル基を表し、また
ｓは１または２を表す。］で表される少なくとも１種の化合物を含むものである。
【００６２】
同様に好ましい組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、ｎ＝１の場合、
Ｒ1 はフェナントリル基、チエニル基、ジベンゾフリル基、未置換もしくは炭素原子数１
ないし４のアルキル－置換されたカルバゾリル基、またはフルオレニル基を表すか、
またはＲ1 は次式ＩＩ
【化６３】

で表される基を表し、



(21) JP 4217926 B2 2009.2.4

10

20

30

40

50

Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、塩素原子、ヒド
ロキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ
基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、炭素原子数３ないし４のアルケニルオキ
シ基、炭素原子数３ないし４のアルキニルオキシ基、フェニル基、ベンゾイル基、ベンゾ
イルオキシ基または次式
【化６４】

で表される基を表し、
【００６３】
Ｒ20は水素原子を表し、
Ｒ21は水素原子、フェニル基または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表すか、
または基Ｒ20およびＲ21は、結合する炭素原子と一緒になって、未置換もしくは１ないし
３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換されたシクロヘキシレン環を形成
し、
Ｒ22は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、また
Ｒ23は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルカノイル基またはベンゾイル基を表す。
］で表される少なくとも１種の化合物を含むものである。
【００６４】
特に好ましい組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、ｎ＝１の場合、
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、炭素原子数１な
いし１２のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基またはフェニル基を表す
。］で表される少なくとも１種の化合物を含むものである。
【００６５】
特に興味深い組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 はそれぞれ互いに独立して水素原子、塩素原子、炭素原子数
１ないし１８のアルキル基、ベンジル基、フェニル基、炭素原子数５ないし８のシクロア
ルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキル
チオ基、炭素原子数１ないし１８のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし１８のア
ルカノイルアミノ基、炭素原子数３ないし１８のアルケノイルオキシ基またはベンゾイル
オキシ基を表すか、
またはＲ2 およびＲ3 、もしくはＲ3 およびＲ4 、もしくはＲ4 およびＲ5 は、結合する
炭素原子と一緒になって、ベンゼン環を表し、Ｒ4 はさらに－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ15ま
たは－（ＣＨ2 ）q ＯＨを表すか、またはＲ3 、Ｒ5 およびＲ6 が水素原子を表す場合、
Ｒ4 はさらに式ＩＩＩで表される基を表し、
Ｒ15はヒドロキシ基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基または次式
【化６５】

で表される基を表し、
Ｒ16およびＲ17はメチル基を表すか、または結合する炭素原子と一緒になって、未置換も
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５ないし８のシクロアルキリデン環を表し、
Ｒ24およびＲ25はそれぞれ互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし１２のアル
キル基を表し、
ｐは１または２を表し、また
ｑは２、３、４、５または６を表す。］で表される少なくとも１種の化合物を含むもので
ある。
【００６６】
他の特に興味深い組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ［式中、Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 
のうち少なくとも二つは水素原子を表す。］で表される少なくとも１種の化合物を含むも
のである。
特に興味深い組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ［式中、Ｒ3 およびＲ5 は水素原子を表す
。］で表される少なくとも１種の化合物を含むものである。
【００６７】
大変特に興味深い組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
［式中、
Ｒ2 は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ3 は水素原子を表し、
Ｒ4 は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表すか、またはＲ6 が水素原子を表す場合、
Ｒ4 はさらに式ＩＩＩで表される基を表し、
Ｒ5 は水素原子を表し、また
Ｒ16およびＲ17は、結合する炭素原子と一緒になって、シクロヘキシリデン環を表す。］
で表される少なくとも１種の化合物を含むものである。
【００６８】
以下の化合物は、新規組成物において成分（ｂ）として特に適しているベンゾフラノ－２
－オン型の例である。
３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラ
ノ－２－オン、
５，７－ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベ
ンゾフラノ－２－オン、
３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェ
ニル）ベンゾフラノ－２－オン］、
５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、
３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、
３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベ
ンゾフラノ－２－オン、
５，７－ジ－第三ブチル－３－フェニルベンゾフラノ－２－オン、
５，７－ジ－第三ブチル－３－（３，４－ジメチルフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、
５，７－ジ－第三ブチル－３－（２，３－ジメチルフェニル）ベンゾフラノ－２－オン。
【００６９】
特に興味深い組成物はまた、特に成分（ｂ）として次式Ｖ
【化６６】
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［式中、
Ｒ2 は水素原子または炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ3 は水素原子を表し、
Ｒ4 は水素原子または炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ5 は水素原子を表し、
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、炭素原子数１な
いし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基または次式
【化６７】

（式中、Ｒ20、Ｒ21およびＲ23は水素原子を表し、また
Ｒ23は炭素原子数２ないし４のアルカノイル基を表す。）で表される基を表し、但しＲ7 
、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11のうち少なくとも二つは水素原子を表す。］で表される少
なくとも１種の化合物を含むものである。
【００７０】
大変特に好ましい組成物は、成分（ｂ）として次式ＶａもしくはＶｂ
【化６８】

で表される少なくとも１種の化合物または式ＶａおよびＶｂで表される２種の化合物の混
合物を含むものである。
【００７１】
新規組成物における成分（ｂ）として使用されるベンゾフラノ－２－オン型化合物は、文
献において知られており、またそれらの製造は、なかんずく、以下の米国特許において記
載される。Ｕ．Ｓ．　４３２５８６３、Ｕ．Ｓ．　４３８８２４４、Ｕ．Ｓ．　５１７５
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３１２、Ｕ．Ｓ．　５２５２６４３、Ｕ．Ｓ．　５２１６０５２、Ｕ．Ｓ．　５３６９１
５９、Ｕ．Ｓ．　５４８８１１７、Ｕ．Ｓ．　５３５６９６６、Ｕ．Ｓ．　５３６７００
８、Ｕ．Ｓ．　５４２８１６２、Ｕ．Ｓ．　５４２８１７７またはＵ．Ｓ．　５５１６９
２０。
【００７２】
ベンゾフラノ－２－オン型化合物［成分（ｂ）］は、酸化、熱および／または光誘発され
た崩壊に対して、ポリカーボネート、ポリエステルもしくはポリケトンまたはそれらの混
合物もしくはブレンドを安定化するために適している。ベンゾフラノ－２－オン型化合物
が、光に暴露されたときまたは酸化もしくは熱応力下でこれらのプラスチックの透明度を
実質的に減じず、また黄色化を実質的に予防することは特に重要なことである。
【００７３】
従って、これらの新規組成物はまた、成分（ａ）が透明で、固体でかつガラス質成形品で
あるところのものが好ましい。
ガラス質成形品は、例えば窓、ウインドスクリーン、自動車ライトガラス、保護シールド
またはボトルもしくはフィルムのような包装材料である。
特に興味深い組成物は、成分（ａ）として使用される成形品が３５０ないし７００ｎｍの
波長で透明であるところのものである。
【００７４】
ポリエステル（ＰＥＳ）は、脂肪族、環式脂肪族もしくは芳香族ジカルボン酸およびジオ
ールまたはヒドロキシカルボン酸からなるホモ－またはコポリマーであり得る。
脂肪族ジカルボン酸は２ないし４０個の炭素原子を含むことができ、環式脂肪族ジカルボ
ン酸は６ないし１０個の炭素原子を含むことができ、芳香族ジカルボン酸は８ないし１４
個の炭素原子を含むことができ、脂肪族ヒドロキシカルボン酸は２ないし１２個の炭素原
子を含むことができ、また芳香族並びに環式脂肪族ヒドロキシカルボン酸は７ないし１４
個の炭素原子を含み得る。
【００７５】
脂肪族ジオールは２ないし１２個の炭素原子を含むことができ、環式脂肪族ジオールは５
ないし８個の炭素原子を含むことができ、また芳香族ジオールは６ないし１６個の炭素原
子を含むことができる。
芳香族ジオールは、二つのヒドロキシル基が１個または異なる芳香族炭化水素基に結合さ
れるものである。
【００７６】
ポリエステルが二官能性より大きいモノマー［例えば、ペンタエリトリトール、トリメリ
ット酸、１，３，５－トリ（ヒドロキシフェニル）ベンゼン、２，４－ジヒドロキシ安息
香酸または２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）プ
ロパン］の少量、例えば存在するジカルボン酸に基づいて０．１ないし３ｍｏｌ％と分岐
されることもまた可能である。
【００７７】
少なくとも２種のモノマーからなるポリエステルにおいて、これらは無秩序に分布するこ
とができまたはブロックコポリマーであり得る。
適したジカルボン酸は、直鎖および枝分れ鎖飽和脂肪族ジカルボン酸、芳香族ジカルボン
酸、および環式脂肪族ジカルボン酸である。
【００７８】
脂肪族ジカルボン酸は、２ないし４０個の炭素原子を含むもの、代表的にオキサル酸、マ
ロン酸、ジメチルマロン酸、スクシン酸、ピメリン酸、アジピン酸、トリメチルアジピン
酸、セバシン酸、アゼライン酸およびダイマー酸（オレイン酸のような不飽和脂肪族カル
ボン酸の二量体化生成物）、オクタデシルスクシン酸のようなアルキル化マロン酸および
スクシン酸が適している。
【００７９】
適した環式脂肪族ジカルボン酸は、
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１，３－シクロブタンジカルボン酸、
１，３－シクロペンタンジカルボン酸、
１，３－および１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、
１，３－および１，４－（ジカルボキシメチル）シクロヘキサン、
４，４’－ジシクロヘキシルジカルボン酸である。
【００８０】
適した芳香族ジカルボン酸は、好ましくは
テレフタル酸、イソフタル酸、ｏ－フタル酸並びに
１，３－、１，４－、２，６－または２，７－ナフタレンジカルボン酸、
４，４’－ジフェニルジカルボン酸、
４，４’－ジフェニルスルホンジカルボン酸、
４，４’－ベンゾフェノンジカルボン酸、
１，１，３－トリメチル－５－カルボキシ－３－（ｐ－カルボキシフェニル）インダン、
４，４’－ジフェニルエーテルジカルボン酸、ビス－ｐ（カルボキシフェニル）メタン、
またはビスｐ（カルボキシフェニル）エタンである。
芳香族ジカルボン酸が好ましく、またこれらの中で、特にテレフタル酸、イソフタル酸お
よび２，６－ナフタレンジカルボン酸か好ましい。
【００８１】
さらに適したジカルボン酸は、－ＣＯ－ＮＨ基を含むものであり、それらはＤＥ－Ａ－２
４１４３４９において開示される。Ｎ－ヘテロ環式環を含むジカルボン酸はまた適してお
り、例えばカルボキシアルキル化、カルボキシフェニル化またはカルボキシベンジル化モ
ノアミン－ｓ－トリアジンジカルボン酸から誘導されたもの（ＤＥ－Ａ－２１２１１８４
および２５３３６７５を見よ。）、モノ－またはビスヒダントイン、ハロゲン化され得る
ベンズイミダゾール、またはパラバン酸である。カルボキシアルキル基はこの場合３ない
し２０個の炭素原子を含むことができる。
【００８２】
適した脂肪族ジオールは直鎖および枝分れ鎖の脂肪族グリコール、好ましくは分子中に２
ないし１２個、より好ましくは２ないし６個の炭素原子を含むもの、例えばエチレングリ
コール、
１，２－および１，３－プロピレングリコール、
１，２－、１，３－、２，３－または１，４－ブタンジオール、
ペンチルグリコール、ネオペンチルグリコール、
１，６－ヘキサンジオール、１，１２－ドデカンジオールである。適した環式脂肪族ジオ
ールは、例えば１，４－ジヒドロキシシクロヘキサンである。さらに適した脂肪族ジオー
ルは、代表的に
１，４－ビス（ヒドロキシメチル）シクロヘキサン、
ｐ－キシレングリコールまたは２，５－ジクロロ－ｐ－キシレングリコールのような芳香
族－脂肪族ジオール、
２，２－（β－ヒドロキシエトキシフェニル）プロパン並びに
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコールまたはポリプ
ロピレングリコールのようなポリオキサアルキレングリコールである。アルキレンジオー
ルは好ましくは直鎖でまた、また好ましくは２ないし４個の炭素原子を含む。
【００８３】
好ましいジオールはアルキレンジオール、１，４－ジヒドロキシシクロヘキサンおよび１
，４－ビス（ヒドロキシメチル）シクロヘキサンである。エチレングリコール、１，４－
ブタンジオール並びに１，２－および１，３－プロピレングリコールが特に好ましい。
さらに適した脂肪族ジオールは、２，２－ビス［４’－（β－ヒドロキシエトキシ）フェ
ニル］プロパンのようなβ－ヒドロキシアルキル化、好ましくはβ－ヒドロキシエチル化
ビスフェノールである。他のビスフェノールは後に示す。
【００８４】
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適した脂肪族ジオールの他の群は、ドイツ国特許出願１８１２００３、２３４２４３２、
２３４２３７２および２４５３３２６において開示されるヘテロ環式ジオールである。代
表的な例は、
Ｎ，Ｎ’－ビス（β－ヒドロキシエチル）－５，５－ジメチルヒダントイン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（β－ヒドロキシプロピル）－５，５－ジメチルヒダントイン、メチレン
ビス［Ｎ－（β－ヒドロキシエチル）－５－メチル－５－エチルヒドントイン］、
メチレンビス［Ｎ－（β－ヒドロキシエチル）－５，５－ジメチルヒダントイン］、
Ｎ，Ｎ’－ビス（β－ヒドロキシエチル）ベンズイミダゾーロン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（β－ヒドロキシエチル）－（テトラクロロ）ベンズイミダゾーロン、
またはＮ，Ｎ’－ビス（β－ヒドロキシエチル）－（テトラブロモ）ベンズイミダゾーロ
ンである。
【００８５】
適した芳香族ジオールは単核ジフェノールおよび、好ましくは二核ジフェノールであって
、それぞれの芳香族核にヒドロキシル基を伴うものである。芳香族は好ましくはフェニレ
ン基またはナフチレン基のような芳香族炭化水素基を意味するものと理解されるであろう
。例えばヒドロキノン、レゾルシノールまたは１，５－、２，６－および２，７－ジヒド
ロキシナフタレンに加えて、以下の式によって説明されることができるそれらのビスフェ
ノールが特に述べられるに値する。
【化６９】
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【００８６】
ヒドロキシル基はｍ－位、好ましくはｐ－位に存在することができ、これらの式中のＲ’
およびＲ’’は１ないし６個の炭素原子を有するアルキル基、塩素原子または臭素原子の
ようなハロゲン原子、また好ましくは水素原子であり得る。Ａは直接結合、または酸素原
子、硫黄原子、－ＳＯ－、－ＳＯ2 －、＝Ｃ＝Ｏ、－Ｐ（Ｏ）（炭素原子数１ないし２０
のアルキル）－基、未置換もしくは置換されたアルキリデン基、シクロアルキリデン基ま
たはアルキレン基であることができる。
【００８７】
未置換または置換されたアルキリデン基の代表的な例はエチリデン基、１，１－または２
，２－プロピリデン基、２，２－ブチリデン基、１，１－イソブチリデン基、ペンチリデ
ン基、ヘキシリデン基、ヘプチリデン基、オクチリデン基、ジクロロエチリデン基、トリ
クロロエチリデン基である。
未置換または置換されたアルキレン基の代表的な例はメチレン基、エチレン基、フェニル
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メチレン基、ジフェニルメチレン基、メチルフェニルメチレン基である。シクロアルキリ
デン基の代表的な例はシクロペンチリデン基、シクロヘキシリデン基、シクロヘプチリデ
ン基およびシクロオクチリデン基である。
【００８８】
ビスフェノールの代表的な例は、
ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）エーテルまたはビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）チオエ
ーテル、
ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）スルホン、
ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）メタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）－２，２’－ビフェニル、
フェニルヒドロキノン、
１，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）エタン、
１－フェニル－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）メタン、
ジフェニル－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）メタン、
ジフェニル－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）エタン、
ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）スルホン、
ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、
ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－ｍ－ジイソプロピルベンゼン、
２，２－ビス（３’，５’－ジメチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロパン
１，１－または２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）ブタン
２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）ヘキサフルオロプロパン、
１，１－ジクロロ－または１，１，１－トリクロロ－２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェ
ニル）エタン、
１，１－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン、
また好ましくは、
２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパン（ビスフェノールＡ）および１，１－
ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン（ビスフェノールＣ）である。
【００８９】
ヒドロキシカルボン酸の適したポリエステルは、代表的にポリカプロラクトン、ポリピバ
ロラクトンまたは４－ヒドロキシシクロヘキサンカルボン酸または４－ヒドロキシ安息香
酸のポリエステルである。
同様に適したポリマーはエステル結合を圧倒的に含むが、しかし他の結合を含むこともで
きるもので、例えばポリエステルアミドまたはポリエステルイミドである。
芳香族ジカルボン酸を含むポリエステル、特にポリアルキレンテレフタレートは大変な重
要性を有するようにになった。それらの新規成形化合物は、それ故、ポリエステルが、ポ
リエステルに基づいて、芳香族ジカルボン酸の少なくとも３０ｍｏｌ％、好ましくは少な
くとも４０ｍｏｌ％と、および好ましくは２ないし１２の炭素原子を含むアルキレンジオ
ールの少なくとも３０ｍｏｌ％、好ましくは少なくとも４０ｍｏｌ％とからなるところの
ものが好ましい。
【００９０】
この場合、アルキレンジオールは好ましくは直鎖であり、また２ないし６個の炭素原子を
含み、代表的にはエチレン－、トリ－、テトラ－もしくはヘキサメチレングリコール、お
よび芳香族ジカルボン酸テレフタル酸および／またはイソフタル酸である。
特に適したポリエステルはＰＥＮ、ＰＴＴ、ＰＥＴ、ＰＥＴＧ（グリコール変性されたポ
リエチレンテレフタレート）またはＰＢＴおよび対応するそれらのコポリマーもしくはブ
レンドである。ＰＥＴおよびそのコポリマーが特に好ましい。
【００９１】
カルボン酸のエステルとして、ポリカーボネート（ＰＣ）は最も単純なポリエステルであ
る。ポリカーボネートは、例えばビスフェノールＡおよびホスゲンまたはトリクロロメチ
ルクロロホルメートのようなホスゲン類似物、トリホスゲンまたはジフェニルカーボネー
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トから縮合によって、後者の場合、通常適したエステル交換触媒、例えば水素化ホウ素、
アミン、例えば２－メチルイミダゾール、または第四アンモニウム塩の添加で得られる。
ビスフェノールＡに加えて、他のビスフェノール成分も使用されることができ、そしてベ
ンゼン核においてハロゲン化されたモノマーを使用することもまた可能である。述べられ
るべき特に適したビスフェノール成分は、
２，２－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）プロパン（ビスフェノールＡ）、
２，４’－ジヒドロキシジフェニルメタン、
ビス（２－ヒドロキシフェニル）メタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）メタン、
ビス（４－ヒドロキシ－５－プロピルフェニル）メタン、
１，１－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）エタン、
ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキシルメタン、
２，２－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）－１－フェニルプロパン、
２，２－ビス（３’，５’－ジメチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２，２－ビス（３’，５’－ジブロモ－４’－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２，２－ビス（３’，５’－ジクロロ－４’－ヒドロキシフェニル）プロパン、
１，１－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）シクロドデカン、
１，１－ビス（３’，５’－ジメチル－４’－ヒドロキシフェニル）シクロドデカン、
１，１－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン
１，１－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキ
サンまたは
１，１－ビス（４’－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロペンタンで
ある。ポリカーボネートは二官能性より大きいモノマー（例えば上記したようなもの）の
適した量によって分岐されることができる。
【００９２】
ＰＥＳおよびＰＣのブレンド、すなわち特にＰＢＴ／ＰＣおよびＰＥＴ／ＰＣに加えて、
本発明に従って使用されるポリマーはまた、ＰＣ／ＡＢＳおよび三組のブレンド、例えば
ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ、ＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ、ＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ／ＡＢＳまたはＰ
ＢＴ／ＰＣ／ＡＳＡのブレンドも適している。
ブレンドは慣用の方法において開始ポリマーから製造される。好ましいＰＥＳ成分はＰＢ
Ｔであり、また好ましいＰＣ成分はビスフェノールＡをベースとしたＰＣである。ＰＥＳ
のＰＣに対する比は、好ましくは９５：５ないし５：９５であり、一つの成分を少なくと
も７０％与える比が特に好ましい。
【００９３】
エステエル交換反応のために、全てのＰＥＳ／ＰＣブレンドは、通常多かれ少なかれブロ
ックコポリマー構造の大きな比率からなり、即ちブレンドの一部はＰＣ／ＰＥＳブロック
コポリマーの形態である。比率の発明的な増大はポリマー相互の相溶性を増大する。しか
しながら、いわゆる相溶剤で相溶性を増大することも可能である。本場合において、これ
らは、例えばポリエステル／ポリカーボネートコポリマーまたはポリアリーレート（＝芳
香族ポリエステル）でもあり得る。
【００９４】
特に興味深い組成物は、成分（ａ）がビスフェノールＡから誘導されたポリカーボネート
であるところのものである。
ポリケトンは、一酸化炭素と不飽和炭化水素との重合によって製造されるプラスチック材
料であって、なかんずくＥＰ－Ａ－０２２２４５４またはＥＰ－Ａ－０６８５５１７にお
いて開示されるようなものを意味すると理解されるであろう。
上記のような都合の良い組成物は、成分（ｂ）が、成分（ａ）の重量に基づいて０．００
０５ないし５％、好ましくは０．００１ないし２％、代表的に０．０１ないし２％の量で
存在するところのものである。
【００９５】
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成分（ａ）および（ｂ）に加えて、新規組成物は他の添加剤または補助安定剤を含有する
ことができ、その例は以下のものである。
１．酸化防止剤
１．１．アルキル化モノフェノール、例えば、
２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノール、
２－第三ブチル－４，６－ジメチルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－エチルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－イソブチルフェノール、
２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、
２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、
２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、
２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシメチルフェノール、
直鎖または側鎖において枝分れ鎖であるノニルフェノール、例えば、
２，６－ジ－ノニル－４－メチルフェノール、
２，４－ジメチル－６－（１’－メチルウンデシ－１’－イル）フェノール、
２，４－ジメチル－６－（１’－メチルヘプタデシ－１’－イル）フェノール、
２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル）フェノールおよびそれら
の混合物。
【００９６】
１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば、
２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、
２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール、
２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、
２，６－ジ－ドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
【００９７】
１．３．ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノン、例えば、
２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシフェノール、
２，５－ジ－第三ブチルヒドロキノン、
２，５－ジ－第三アミルヒドロキノン、
２，６－ジ－フェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、
２，６－ジ－第三ブチルヒドロキノン、
２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、
ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）アジペート。
【００９８】
１．４．トコフェロール、例えば、
α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、
δ－トコフェロールおよびそれらの混合物（ビタミンＥ）。
１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば、
２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２’－チオビス（４－オクチルフェノール）、
４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフェノール）、
４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、
４，４’－チオビス（３，６－ジ－第二アミルフェノール）、
４，４’－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【００９９】
１．６．アルキリデンビスフェノール、例えば、
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２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フェノール］
、
２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
２，２’－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、
２，２’－メチレンビス［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］
、
４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
４，４’－メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、
１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフ
ェノール、
１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデ
シルメルカプトブタン、
エチレングリコールビス［３，３－ビス（３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシフェニル
）ブチレート］、
ビス（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、
ビス［２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－第三
ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、
１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、
２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
２，２－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデ
シルメルカプトブタン、
１，１，５，５－テトラキス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）
ペンタン。
【０１００】
１．７．Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物、例えば、
３，５，３’，５’－テトラ－第三ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル
、
オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート、
トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルメルカプトアセテート、
トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、
ビス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレ
ート、
ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、
イソオクチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート
。
【０１０１】
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、例えば、
ジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マ
ロネート、
ジオクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）マロネ
ート、
ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
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ベンジル）マロネート、
ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビス（３，５
－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート。
【０１０２】
１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６
－トリメチルベンゼン、
１，４－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－
テトラメチルベンゼン、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【０１０３】
１．１０．トリアジン化合物、例えば、
２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
アニリノ）－１，３，５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニ
リノ）－１，３，５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ノキシ）－１，３，５－トリアジン、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，
３－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレ
ート、
１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イ
ソシアヌレート、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，
３，５－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）
ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌ
レート。
【０１０４】
１．１１．ベンジルホスホネート、例えば、
ジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、
ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、
ジオクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、
ジオクタデシル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジルホスホネート、
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカ
ルシウム塩。
１．１２．アシルアミノフェノール、例えば、
４－ヒドロキシラウラニリド、４－ヒドロキシステアラニリド、
オクチルＮ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【０１０５】
１．１３．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の以
下の一価または多価アルコールとのエステル、
アルコール例、メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、
ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、
１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、
ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ペンタエリトリトール、
トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、
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Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、
３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、
トリメチロールプロパン、
４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］
オクタン。
【０１０６】
１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸
の以下の一価または多価アルコールとのエステル、
アルコール例、メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、
ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、
１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、
ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ペンタエリトリトール、
トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、
Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、
３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、
トリメチロールプロパン、
４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］
オクタン。
【０１０７】
１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
以下の一価または多価アルコールとのエステル、
アルコール例、メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、
１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、
チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエ
リトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、
Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、
３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、
トリメチロールプロパン、
４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］
オクタン。
【０１０８】
１．１６．３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸の以下の一価または多
価アルコールとのエステル、
アルコール例、メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、
１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、
チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、
Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、
３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、
トリメチロールプロパン、
４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］
オクタン。
【０１０９】
１．１７．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のア
ミド、例えば、
Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキ
サメチレンジアミド、
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Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリ
メチレンジアミド、
Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒド
ラジド、
Ｎ，Ｎ’－ビス［２－（３－［３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロ
ピオニルオキシ）エチル］オキサミド（ユニロイヤルによって供給されるＮａｕｇａｒｄ
R ＸＬ－１）。
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）。
【０１１０】
１．１９．アミン酸化防止剤、例えば、
Ｎ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、
ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、
４－イソプロポキシジフェニルアミン、
Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、
Ｎ－（４－第三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、
Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、
オクチル化ジフェニルアミン、例えば
ｐ，ｐ’－ジ－第三オクチルジフェニルアミン、
４－ｎ－ブチルアミノフェノール、
４－ブチリルアミノフェノール、
４－ノナノイルアミノフェノール、
４－ドデカノイルアミノフェノール、
４－オクタデカノイルアミノフェノール、
ビス（４－メトキシフェニル）アミン、
２，６－ジ－第三ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール、
２，４’－ジアミノジフェニルメタン、
４，４’－ジアミノジフェニルメタン、
Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、
１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、
１，２－ビス（フェニルアミノ）プロパン、
（ｏ－トリル）ビグアニド、
ビス［４－（１’，３’－ジメチルブチル）フェニル］アミン、
第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、
モノ－およびジアルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、
モノ－およびジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、
モノ－およびジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、
モノ－およびジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、
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モノ－およびジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、
２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、
フェノチアジン、
モノ－およびジアルキル化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、
モノ－およびジアルキル化第三オクチルフェノチアジンの混合物、
Ｎ－アリルフェノチアジン、
Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、
Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－ピペリジ－４－イル）ヘキサメチレンジ
アミン、
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル）セバケート、
２，２，６，６－テトラメチルピペリジノ－４－オン、
２，２，６，６－テトラメチルピペリジノ－４－オール。
【０１１１】
２．ＵＶ吸収剤および光安定剤
２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、例えば、
２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（２’－ヒドロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベ
ンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾ
トリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロ－ベ
ンゾトリアゾール、
２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリア
ゾール、
２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキシフェニル）ベ
ンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエ
チル）フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）－カルボニルエチ
ル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエ
チル）フェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル
］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール
、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニ
ルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、
２，２’－メチレン－ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾ
トリアゾリ－２－イルフェノール］、
２－［３’－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシ
フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交
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換生成物、
次式［Ｒ－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯ－ＣＨ2 ＣＨ2 －］2 －［式中、Ｒは３’－第三ブチル
－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イルフェニル基を表す。］で
表されるもの、
２－［２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’－（１，１，３，
３－テトラメチルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾール、
２－［２’－ヒドロキシ－３’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－（α
，α－ジメチルベンジル）フェニル］ベンゾトリアゾール。
【０１１２】
２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、例えば、
４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、
４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’，４’－トリヒドロキシおよび２’
－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【０１１３】
２．３．置換および未置換安息香酸のエステル、例えば、
４－第三ブチル－フェニルサリチレート、フェニルサリチレート、
オクチルフェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、
ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾルシノール、
ベンゾイルレゾルシノール、
２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
、
ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、
オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、
２－メチル－４，６－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
ベンゾエート。
【０１１４】
２．４．アクリレート、例えば、
エチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、
イソオクチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、
メチルα－カルボメトキシシンナメート、
メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、
ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、
メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメートおよび
Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン。
【０１１５】
２．５．ニッケル化合物、例えば、
２，２’－チオ－ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニ
ッケル錯体、例えば１：１または１：２錯体であって、ｎ－ブチルアミン、トリエタノー
ルアミンまたはＮ－シクロヘキシルジエタノールアミンのようなさらなる配位子を伴うま
たは伴わないもの、
ニッケルジブチルジチオカルバメート、
４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のモノアルキルエステル、
例えばメチルまたはエチルエステルのニッケル塩、
例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムのようなケトキシムの
ニッケル錯体、
１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾールのニッケル錯体であって、さ
らなる配位子を伴うまたは伴わないもの。
【０１１６】
２．６．立体障害アミン、例えば、
ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、
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ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシネート、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、
ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケー
ト、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、
１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリ
ジンおよびコハク酸の縮合生成物、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジア
ミンおよび４－第三オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの直鎖
または環式縮合生成物、
トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、
テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタ
ン－テトラカルボキシレート、
１，１’－（１，２－エタンジイル）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン
）、
４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒ
ドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジル）マロネート、
３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．
５］デカン－２，４－ジオン、
ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、
ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシネート、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジア
ミンおよび４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの直鎖または環
式縮合生成物、
２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジル）－１，３，５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エ
タンの縮合生成物、
２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチル
ピペリジル）－１，３，５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ
）エタンの縮合生成物、
８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザス
ピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２
，５－ジオン、
３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン
－２，５－ジオン、
４－ヘキサデシルオキシ－および４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジンの混合物、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジア
ミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮
合生成物、
１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンおよび２，４，６－トリクロロ－１，
３，５－トリアジン並びに４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
の縮合生成物（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　［１３６５０４－９６－６］）、
Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド
、
Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイ
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ミド、
２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オ
キソスピロ［４．５］デカン、
７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－
４－オキソスピロ［４．５］デカンおよびエピクロロヒドリンの反応生成物、
１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）
－２－（４－メトキシフェニル）エタン、
Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）ヘキサメチレンジアミン、
４－メトキシ－メチレンマロン酸と１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシ
ピペリジンとのジエステル、
ポリ［メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジル）］シロキサン、
マレイン酸無水物－α－オレフィン－コポリマーと２，２，６，６－テトラメチル－４－
アミノピペリジンまたは１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジンとの
反応生成物。
【０１１７】
２．７．オキサミド、例えば、
４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、
２，２’－ジエトキシオキサニリド、
２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、
２，２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、
２－エトキシ－２’－エチルオキサニリド、
Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、
２－エトキシ－５－第三ブチル－２’－エトキサニリド、および
その２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ－第三ブトキサニリドとの混合物、
ｏ－およびｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合物、および
ｏ－およびｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【０１１８】
２．８．２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、例えば、
２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－ト
リアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、
２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニ
ル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロ
キシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシ－プロピルオキシ）フェニル］－４，
６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、
２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒ
ドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリア
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ジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシ－プロポキシ）フェ
ニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，
５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－ト
リアジン、
２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキ
シ）フェニル］－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－１，
３，５－トリアジン、
２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキ
シプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，
５－トリアジン。
【０１１９】
３．金属奪活剤、例えば、
Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、
Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイルヒドラジン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒド
ラジン、
３－サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、
ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、
オキサニリド、
イソフタロイルジヒドラジド、
セバコイルビスフェニルヒドラジド、
Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、
Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラジド、
Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【０１２０】
４．ホスフィットおよびホスホナイト、例えば、
トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、
フェニルジアルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、
トリラウリルホスフィット、トリオクタデシルホスフィット、
ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、
トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット、
ジイソデシルペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィ
ット、
ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィ
ット、
ビス（２，４，６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット
、
トリステアリルソルビトールトリホスフィット、
テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）４，４’－ビフェニレンジホスホナイト
、
６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［
ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、
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ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、
２－エチルヘキシル（３，３’，５，５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェニル
－２，２’－ジイル）ホスフィット。
【０１２１】
特に好ましいのは以下のホスフィットである。
トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット（ＩｒｇａｆｏｓR １６８、チ
バ－ガイギー）、
トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、
【化７０】

【化７１】
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トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット［ＩｒｇａｆｏｓR １６８、チ
バ　スペチアリテーテンヘミ］、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット［Ｉｒｇａｆ
ｏｓR ３８、チバ　スペチアリテーテンヘミ、式（Ｇ）］、
ＵｌｔｒａｎｏｘR ６２６［ジーイー　ケミカル、式（Ｄ）］、
テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）－４，４’－ビフェニレンジホスホナイ
ト［ＩｒｇａｆｏｓR Ｐ－ＥＰＱ、チバ　スペチアリテーテンヘミ、式（Ｈ）］、
ＧＹＳR Ｐ１０１［ヨシトミ、式（Ｉ）］、
ＵｌｔｒａｎｏｘR ６４１［ジーイー　ケミカル、式（Ｋ）］、
ＤｏｖｅｒｐｈｏｓR Ｓ９２２８［ドバー　ケミカル、式（Ｌ）］または
ＭａｒｋR ＨＰ１０［アデカ　アルグス、式（Ｍ）］を使用することが大変特に好ましい
。
【０１２２】
５．ヒドロキシルアミン、例えば、
Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、
Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、
Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、
水素化牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１２３】
６．ニトロン、例えば、
Ｎ－ベンジル－α－フェニル－ニトロン、
Ｎ－エチル－α－メチル－ニトロン、
Ｎ－オクチル－α－ヘプチル－ニトロン、
Ｎ－ラウリル－α－ウンデシル－ニトロン、
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Ｎ－テトラデシル－α－トリデシル－ニトロン、
Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシル－ニトロン、
Ｎ－オクタデシル－α－ヘプタデシル－ニトロン、
Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシル－ニトロン、
Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシル－ニトロン、
Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデシル－ニトロン、
Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシル－ニトロン、
水素化牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導された
ニトロン。
【０１２４】
７．チオ相乗剤、例えば、
ジラウリルチオジプロピオネートまたはジステアリルチオジプロピネート。
８．過酸化物捕捉剤、例えば、
β－チオジプロピオン酸のエステル、例えば、ラウリル、ステアリル、ミリスチルまたは
トリデシルエステル、
メルカプトベンズイミダゾールまたは２－メルカプトベンズイミダゾールの亜鉛塩、
亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド、
ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１２５】
９．塩基性補助安定剤、例えば、
メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、
トリアリルシアヌレート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、
ポリアミド、ポリウレタン、
高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例えば
カルシウムステアレート、亜鉛ステアレート、マグネシウムベヘネート、
マグネシウムステアレート、ナトリウムリシノレートおよび
カリウムパルミテート、アンチモンピロカテコレートまたは
亜鉛ピロカテコレート。
【０１２６】
１０．核剤、例えば、
タルクのような無機材料、
二酸化チタン、酸化マグネシウムのような金属酸化物、
ホスフェート、カーボネートまたはサルフェートであって、好ましくはアルカリ土類金属
のもの、
モノ－またはポリカルボン酸のような有機化合物およびそれらの塩、例えば
４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸、
ナトリウムスクシネートまたはナトリウムベンゾエート、
イオン性コポリマー（”アイオノマー”）のようなポリマー性化合物。
【０１２７】
１１．充填剤および強化剤、例えば、
炭酸カルシウム、シリケート、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、
タルク、カオリン、雲母、バリウムサルフェート、
金属オキシドおよびヒドロキシド、カーボンブラック、グラファイト、
木粉および他の天然生成物の粉末または繊維、合成繊維。
【０１２８】
１２．トリアリールホスフィン、例えばトリフェニルホスフィン。
１３．その他の添加剤、例えば、
可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、流動添加剤、触媒、流れ調整剤、蛍光増白剤、難燃剤、
帯電防止剤および発泡剤。
【０１２９】
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補助安定剤は、安定化されるポリカーボネート、ポリエステルもしくはポリケトンまたは
それらの混合物もしくはブレンドの全重量に基づいて、例えば０．０１ないし１０％の濃
度で添加される。
他の好ましい組成物は、成分（ａ）および（ｂ）に加えて他の添加剤、特にフェノール性
酸化防止剤、光安定剤または／および加工安定剤を含有する。
特に好ましい添加剤は、フェノール性酸化防止剤（列挙の項目１）、立体障害アミン（列
挙の項目２．６）、ホスフィットおよびホスホナイト（列挙の項目４）、トリアリールホ
スフィン（列挙の項目１２）およびＵＶ吸収剤（列挙の項目２．１、２．２および２．８
）である。
【０１３０】
成分（ｂ）およびあらゆる他の添加剤は、成分（ａ）［ポリカーボネート、ポリエステル
もしくはポリケトンまたはそれらの混合物もしくはブレンド］へ、既知の方法によって、
代表的に成形の前または後に、またはさもなくば溶解または分散された安定剤混合物を成
分（ａ）に適用することによって、引き続く溶媒の蒸発を伴ってまたは伴わずに使用され
るときに混入される。成分（ｂ）はまた安定化される材料［成分（ａ）］に、２．５ない
し２５重量％の濃度でこれらの成分を含有するマスターバッチの形態で添加されることも
できる。
【０１３１】
成分（ｂ）はまた、重合の前もしくは間または架橋の前に添加されることもできる。
成分（ｂ）は、安定化される成分（ａ）に純粋な形態でまたはワックス、油もしくはポリ
マー中にカプセル化されて混入されることができる。
成分（ｂ）はまた、安定化される成分（ａ）上に噴霧されることもできる。他の添加剤（
例えば上記で示された標準添加剤）またはそれらの融解物は、安定化される成分（ａ）上
にこれらの添加剤と共に噴霧されることもできるように希釈することができる。重合触媒
の不活性化の間の噴霧による適用は特に有利であり、その場合不活性化のために使用され
る蒸気が噴霧に使用され得る。
【０１３２】
この方法において安定化されたポリカーボネート、ポリエステルおよびポリケトンまたは
それらの混合物もしくはブレンドは、代表的にガラス、フィルム、繊維、フィラメント、
成形組成物、異形材または塗料、特にパウダーコーティングのためのバインダ、接着剤ま
たはパテを含む広範囲の形態で使用されることができる。本発明の特に好ましい態様にお
いて、この方法において安定化されたポリカーボネート、ポリエステルおよびポリケトン
またはそれらの混合物もしくはブレンドは、例えば窓、ウインドシールド、自動車ライト
ガラスまたは保護シールドのようなガラス代用物として使用される。
【０１３３】
成分（ｂ）は加工安定剤（熱安定剤）として特に適している。最後にそれは加工の前また
は間に成分（ａ）に好ましく添加される。
本発明の好ましい態様は、それ故、ポリカーボネート、ポリエステルもしくはポリケトン
またはそれらの混合物もしくはブレンド［成分（ａ）］のための酸化、熱および／または
光誘発された崩壊に対する安定剤としてのベンゾフラノ－２－オン型化合物［成分（ｂ）
］の使用である。
成分（ｂ）は、その有利な色挙動、すなわち加工の間のポリカーボネート、ポリエステル
およびポリケトンまたはそれらの混合物もしくはブレンドの少ない退色によって区別され
る。
【０１３４】
本発明はまた、酸化、熱および／または光誘発された崩壊に対してポリカーボネート、ポ
リエステルもしくはポリケトンまたはそれらの混合物もしくはブレンドを安定化するため
の方法であって、少なくとも１種のベンゾフラノ－２－オン型化合物［成分（ｂ）］をそ
の中に混入、またはそれに適用することからなる方法に関する。
安定剤としての使用および安定化するための方法についてのベンゾフラノ－２－オン型の
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混合物もしくはブレンドとの組成物について記載されたものと同じである。
【０１３５】
【発明の実施の形態】
本発明は以下の実施例によってさらに説明され、部および百分率は重量部および重量百分
率を表す。
実施例１　ポリカーボネートの安定化
８時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリカーボネート粉末（ＬｅｘａｎR １
１５、ジェネラル　エレクトリック社製）１．０ｋｇおよび表１に列挙した安定剤０．１
ないし０．６ｇを、２分間ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワ
ベンタン押出機中で２８０℃の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。射出
成形機を使用して、２ｍｍの層厚を有するプレートをその後３００℃の最高温度で得られ
るように顆粒から成形する。これらのプレートをその後空気循環炉中で１３５℃で２００
０時間老化させる。これらのプレートの黄色度指数（ＹＩ）をその後ＡＳＴＭ　Ｄ　１９
２５－７０に従って決定し、また透過率を４５０ｎｍにおける百分率で決定する。低いＹ
Ｉ値は模様のわずかな退色を示し、高いＹＩ値は高い退色を示す。退色がより小さければ
小さいほど、安定剤はより有効である。透過率値がより高ければ高いほど、安定剤はより
有効である。結果を表１および２にまとめる。
【０１３６】
表１

表２
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ａ）比較例
ｂ）本発明の実施例
ｃ）ＩｒｇａｆｏｓR １６８（チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）は、トリス（２，４
－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィットを表す。
ｄ）化合物（１０１）は、次式Ｖａで表される化合物の約８５重量部および次式Ｖｂで表
される化合物の約１５重量部
【化７３】

の混合物を表す。
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ｅ）化合物（１０２）は、次式Ｖｃ
【化７４】

で表される３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチル
－ベンゾフラノ－２－オンを表す。
【０１３７】
実施例２　ポリカーボネートの安定化
８時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリカーボネート粉末（ＬｅｘａｎR １
４５、ジェネラル　エレクトリック社製）１．０ｋｇに、表３に列挙した安定剤を投入し
、そして２分間ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワベンタン押
出機中で２８０℃の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。射出成形機を使
用して、２ｍｍの層厚を有するプレートをその後３００℃の最高温度で得られるように顆
粒から成形する。これらのプレートをその後空気循環炉中で１３５℃で、ＡＳＴＭ　Ｄ　
１９２５－７０に従って測定する黄色度指数（ＹＩ）が２０の値に達するまでの時間を測
定する。時間がより長ければ長いほど、安定剤はより有効である。結果を表３にまとめる
。
【０１３８】
表３
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注釈ａ）ないしｄ）は表２の終わりに説明されている。
ｆ）ＩｒｇａｎｏｘR 　１０７６（チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）は次式Ａ
【化７５】

で表される化合物を表す。
【０１３９】
実施例３　ポリカーボネートの安定化
８時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリカーボネート粉末（ＬｅｘａｎR １
４５、フィルマ　ジェネラル　エレクトリック社製）１．０ｋｇに、表４に列挙した安定
剤を投入し、そして２分間ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワ
ベンタン押出機中で２８０℃の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。射出
成形機を使用して、２、４および８ｍｍの層厚を有するプレートをその後３００℃の最高
温度で得られるように顆粒から成形する。これらのプレートの黄色度指数（ＹＩ）をＡＳ
ＴＭ　Ｄ　１９２５－７０に従って決定する。低いＹＩ値はプレートのわずかな退色を示
し、高いＹＩ値は高い退色を示す。退色がより少なければ少ないほど、安定剤または安定
剤混合物はより有効である。結果を表４にまとめる。
【０１４０】
表４

注釈ａ）ないしｆ）は表２および表３の終わりに説明されている。
【０１４１】
実施例４　ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）の安定化
１０時間１００℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリブチレンテレフタレート粉末（Ｃ
ｒａｓｔｉｎR Ｓ６００、チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）１．０ｋｇに、表５に列
挙した安定剤を投入し、そして２分間ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をそ
の後二軸押出機（ベルストッフ型）中で２５０℃の最高温度で押出し、その後顆粒化する
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。射出成形装置において、そうして得られた顆粒を２６０℃の最高温度で４×６ｍｍ厚お
よび５０ｍｍ長の小さな棒に成形する。これらの小さな棒をその後空気循環炉で１６０℃
で老化させる。３６０時間後、棒の衝撃強度をＫＪ／ｍ2 において測定する。値がより高
ければ高いほど、安定化はより良い。結果を表５にまとめる。
【０１４２】
表５　１６０℃でのオーブン老化試験における衝撃強度

注釈ａ）ないしｆ）は表２および表３の終わりに説明されている。
ｇ）ＩｒｇａｎｏｘR ２４５（チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）は次式Ｂ
【化７６】

で表される化合物を表す。
【０１４３】
実施例５　ポリカーボネートの安定化
８時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリカーボネート粉末（ＬｅｘａｎR １
４５、ジェネラル　エレクトリック社製）１．０ｋｇに、表６に列挙した安定剤を投入し
、そして２分間ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワベンタン押
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出機中で２８０℃の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。射出成形機を使
用して、２ｍｍの層厚を有するプレートをその後３００℃の最高温度で得られるように顆
粒から成形する。これらのプレートをその後ウエザー－オー－メーター（ＷＯＭ　ＣＩ　
６５）中で２５００時間６３℃の黒色標準温度で、１０２／１８分の乾燥／湿潤サイクル
および３４０ｎｍで０．３５Ｗ／ｍ2 の強度で照射する。これらのプレートの黄色度指数
（ＹＩ）をその後ＡＳＴＭ　Ｄ　１９２５－７０に従って決定する。低いＹＩ値はプレー
トのわずかな退色を示し、高いＹＩ値は高い退色を示す。退色がより小さければ小さいほ
ど、安定剤はより有効である。結果を表６にまとめる。
【０１４４】
表６
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注釈ａ）ないしｆ）は表２および表３の終わりに説明されている。
ｈ）ＴｉｎｕｖｉｎR ２３４（チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）は次式ＵＶ－１
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【化７７】

で表される化合物を表す。
ｉ）ＴｉｎｕｖｉｎR ３６０（チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）は次式ＵＶ－２
【化７８】

で表される化合物を表す。
ｊ）ＴｉｎｕｖｉｎR １５７７（チバ　スペチアリテーテンヘミ社製）は次式ＵＶ－３
【化７９】

で表される化合物を表す。
【０１４５】
実施例６　ポリカーボネートの安定化
８時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリカーボネート粉末（ＬｅｘａｎR １
４５、ジェネラル　エレクトリック社製）１．０ｋｇに、表７に列挙した安定剤を投入し
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、そして２分間ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワベンタン押
出機中で２８０℃の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。そうして得られ
た顆粒を１ｃｍ厚ポリスチレンボックスに充填し、そして黄色度指数（ＹＩ）をＡＳＴＭ
　Ｄ　１９２５－７０に従って決定する。低いＹＩ値は試料のわずかな退色を示し、高い
ＹＩ値は高い退色を示す。退色がより少なければ少ないほど、安定剤または安定剤混合物
はより有効である。結果を表７にまとめる。
【０１４６】
表７

注釈ａ）、ｂ）およびｄ）は表２の終わりに説明されている。
ｋ）ＧＳＹR Ｐ１０１（ヨシトミ社製）は次式Ｉ
【化８０】

で表される化合物を表す。
【０１４７】
実施例７　ポリエステルの安定化
１２時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリエステル（ＰｏｌｙｃｌｅａｒR 
Ｔ８６、ヘキスト社製）２．５ｋｇに、表８に列挙した安定剤を投入し、そして２時間ヘ
ンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワベンタン押出機中で２７５℃
の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。そうして得られた顆粒をさらに１
２時間真空乾燥オーブン中で乾燥する。二重の測定において、顆粒５００ｍｇを１０分間
以上２９０℃に加熱し、そして１時間純粋な酸素下でランシメート（Ｒａｎｃｉｍａｔｅ
）において２９０℃で保存する。生じたガス状分離生成物を連続して水性収集溶液に導き
、そしてこの溶液の導電率（μＳ）を続いて測定する。低い導電率値はほとんど分離生成
物が形成されないことを表し、高い導電率値はとても多くの分離生成物が形成されたこと
を表す。導電率がより低くければ低いほど、安定剤はより有効である。結果を表８にまと
める。
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【０１４８】
表８

注釈ａ）、ｂ）およびｄ）は表２の終わりに説明されている。
【０１４９】
実施例８　ポリエステルの安定化
１２時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリエステル（ＰｏｌｙｃｌｅａｒR 
Ｔ８６、ヘキスト社製）２．５ｋｇに、表９に列挙した安定剤を投入し、そして２時間ヘ
ンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワベンタン押出機中で２７５℃
の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。そうして得られた顆粒をさらに１
２時間真空乾燥オーブン中で乾燥する。３０℃の開始温度から開始して、顆粒１５ｍｇに
サーモグラフ計（メトラー　サーモ　グラビメーター）で加熱プログラムを受けさせる。
加熱によって、分離生成物が形成され、最初の試料の重量が減少する。試料が１％の重量
損失に達するときの温度を測定する。１％重量損失に達する温度が高ければ高いほど、安
定化はより良い。結果を表９にまとめる。
【０１５０】
表９

注釈ａ）、ｂ）およびｄ）は表２の終わりに説明されている。
【０１５３】
実施例９　ポリエステルの安定化
１２時間１２０℃で真空乾燥オーブン中で乾燥したポリエステル（ＰｏｌｙｃｌｅａｒR 
Ｔ８６、ヘキスト社製）２．５ｋｇに、表１０に列挙した安定剤を投入し、そして２時間
ヘンシェルミキサー中で混合する。この混合物をその後シュワベンタン押出機中で２７５
℃の最高温度で押出す。ポリマー糸をその後顆粒化する。そうして得られた顆粒をさらに
１２時間真空乾燥オーブン中で乾燥する。３０℃の開始温度から開始して、顆粒１５ｍｇ
にその後サーモグラフ計（メトラー　サーモ　グラビメーター）で加熱プログラムを受け
させる。加熱によって、分離生成物が形成され、最初の試料の重量が減少する。測定を２
９０℃に達することで終了し、そして試料の重量損失を決定する。２９０℃に達したとき
の重量損失が低ければ低いほど、安定化はより有効である。結果を表１０にまとめる。
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【０１５２】
表１０

注釈ａ）、ｂ）およびｄ）は表２の終わりに説明されている。
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